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島
教
協  

 
  

第
五
十
三
回 

定
期
総
会
開
催 

 

五
月
二
十
六
日
（
日
）
、
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲
に
て
第
五
十
三
回
島
教
協
定
期
総
会

が
開
催
さ
れ
た
。
二
十
四
年
度
の
活
動
報
告
と
二
十
五
年
度
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
、
承
認
を
得
た
。 

 
 
 
 
 
            

（
詳
細
は
、
議
案
書
参
照
） 

 
 

 

来
賓
と
し
て
、
槇
野
信
幸
出
雲
市
教
育
長
様
、
佐
々
木
雄
三
県
議
会
議
員
様
、
河
野
達

信
全
日
教
連
委
員
長
様
、
村
田
考
洋
山
口
県
教
連
委
員
長
様
、
西
川
達
也
徳
教
団
委
員
長

様
を
迎
え
た
定
期
大
会
は
、
盛
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。 

  

吉
田
修
会
長
か
ら
「
今
回
の
特
例
減
額
に
つ
い
て
、
県
教
委
か
ら
再
提
示
が
あ
っ

た
。
今
後
、
新
た
な
給
与
カ
ッ
ト
等
を
設
け
な
い
こ
と
や
、
特
例
減
額
で
生
み
出
さ
れ

る
財
源
が
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
有
効
な
使
わ
れ
方
に
な
る
こ
と
を
、
県
や
国
に
対

し
て
要
望
し
た
り
、
説
明
を
求
め
た
り
し
て
い
く
。
組
織
拡
大
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

が
、
そ
の
度
合
い
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
要
望
し
て
い
く
力
の
源
は

組
織
の
大
き
さ
、
数
だ
が
、
そ
こ
が
弱
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
私
た
ち
の
組
織
は
、
島

根
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
を
良
く
し
て
い
く
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
絶
対
に
必
要

な
組
織
で
あ
る
。
会
員
の
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
す
る
。
」
と
話
が
あ
っ
た
。 

  

そ
の
後
の
予
算
案
審
議
で
は
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
据

え
置
き
に
な
っ
て
い
る
島
教
協
会
費
に
つ
い
て
、
会
員
減
少

に
よ
る
予
算
減
の
解
消
の
た
め
、
専
従
補
償
費
（
五
百
円
）
の

う
ち
百
円
を
会
費
と
し
て
使
う
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
専
従
制
を
活
用
し
、
今
後
も
節
約
に

努
め
つ
つ
、
充
実
し
た
活
動
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。 

 

な
お
こ
の
予
算
案
は
今
年
度
限
り
の
も
の
で
、
こ
の
一
年

を
か
け
て
、
今
後
の
組
織
の
在
り
方
、
専
従
制
、
会
費
な
ど
に

つ
い
て
、
会
員
の
考
え
を
広
く
収
集
し
、
次
年
度
以
降
の
組
織

の
方
向
性
を
探
っ
て
い
く
。 

 

全
日
教
連 

河
野
委
員
長 

 
   

 
 

 
 

  

中
央
情
勢
報
告 

 
 

島
教
協
定
期
総
会
に
合
わ
せ
て
、
全
日
教
連
委
員
長 

河

野
達
信
氏
に
よ
る
中
央
情
勢
報
告
が
行
わ
れ
た
。
河
野
氏

は
、
安
倍
晋
三
首
相
が
本
部
長
を
務
め
る
「
教
育
再
生
実
行

会
議
」
の
委
員
の
一
人
で
も
あ
る
。 

 
 

 

・
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
利
用
の
徹
底 

 

パ
ソ
コ
ン
よ
り
携
帯
電
話
で
の

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
が
圧
倒
的
に
多

い
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
所
有
も

若
年
化
し
て
き
て
い
る
。
保
護
者
に

対
し
て
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
必
要

性
、
ネ
ッ
ト
利
用
の
危
険
性
に
つ
い

て
の
啓
発
が
徹
底
す
る
よ
う
、
関
係

諸
機
関
に
働
き
か
け
て
い
る
。 

・
教
職
員
定
数
の
充
実 

 

日
本
語
指
導
を
必
要
と
す
る
児
童

生
徒
に
対
す
る
教
育
の
充
実
は
、
近
年
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
日
本
語
指
導
の
充
実
も
含
め
、
現
場
に
必
要
な
教

職
員
が
配
置
で
き
る
よ
う
、
関
係
諸
機
関
に
求
め
て
い
る
。 

・
再
任
用
制
度 

 

勤
務
内
容
の
特
殊
性
か
ら
、
一
般
行
政
職
と
同
様
に
扱
う

こ
と
は
困
難
。
気
力
や
体
力
の
維
持
に
不
安
を
も
つ
教
職
員

も
多
い
。
教
育
の
質
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
、
本
人
の

意
思
を
尊
重
し
、
現
場
の
活
性
化
を
図
り
つ
つ
、
混
乱
を
き

た
さ
な
い
制
度
が
早
期
に
示
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
て
い
る
。 

・
特
別
支
援
教
育
の
体
制
整
備 

 

文
科
省
の
調
査
結
果
ほ
ど
、
学
校
現
場
で
は
体
制
整
備
の

充
実
は
感
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
特
別
支
援
教
育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
担
任
と
兼
務
で
は
、
そ
の
職
責
を
十
分
果

た
せ
て
い
な
い
。
こ
の
五
月
も
、
文
部
科
学
省
に
専
任
配
置

を
始
め
、
特
別
支
援
教
育
充
実
に
関
す
る
要
望
を
行
っ
た
。 

 
 

 

こ
の
他
、
月
二
回
行
わ
れ
て
い
る
「
教
育
再
生
実
行
会

議
」
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
た
。
委
員
の
中
で
も
、
現
場
の

教
職
員
代
表
と
言
え
る
河
野
氏
で
あ
る
。
国
に
教
育
現
場
の

声
が
届
く
よ
う
、
島
教
協
は
今
後
も
全
日
教
連
と
連
携
し
な

が
ら
活
動
を
進
め
て
い
く
。 

  



全日教連 第３０回教育研究大会（岐阜大会） 

祝！新規加入 
 

出
教
協 

定
期
総
会 

開
催 

 
五
月
十
八
日
（
土
）
、
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲
に
て
、
打
田
祥
一
出
雲
市
教

育
部
部
長
様
、
佐
々
木
雄
三
県
議
会
議
員
様
、
吉
田
修
島
教
協
会
長
を
来
賓

と
し
て
お
迎
え
し
、
平
成
二
十
五
年
度
出
雲
市
教
職
員
協
議
会
の
定
期
総
会

が
開
催
さ
れ
た
。 

 

冒
頭
、
飯
塚
孝
執
行
委
員
長
か
ら
、

「
『
増
や
そ
う
会
員
一
人
で
も
！
組
織

の
発
展
・
充
実
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、
是
非
、
皆
さ
ん
の
自
主
的
・

自
発
的
な
活
動
を
お
願
い
し
た
い
。
」

と
挨
拶
が
あ
っ
た
。 

 

そ
の
後
、
二
十
四
年
度
決
算
と
二
十

五
年
度
の
活
動
計
画
、
予
算
に
つ
い
て

審
議
が
行
わ
れ
、
承
認
を
得
た
。 

  

ま
た
、
総
会
後
に
は
文
化
厚
生
部
に

よ
る
昼
食
会
が
実
施
さ
れ
、
会
員
同
士

の
交
流
が
図
ら
れ
た
。 

 
 

  
 

 

佐
野 

真
穂
さ
ん
（
東
幼
） 

 

近
藤
佳
菜
子
さ
ん
（
神
西
幼
） 

 
   

魅
力
あ
る
組
織
づ
く
り
が
、
新
規
加
入
者
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

に
つ
な
が
る
と
考
え
、
事
務
局
も
日
々
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。 

 

改
訂
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
、

隣
の
方
へ
の
声
が
け
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

開催日 ：８月９日（金）～１１日（日） 

 

大会主題：美しい日本人の心を育てる教育の創造  

     ～「次代を拓く力」の育成を目指して～   

 

記念講演： 講師 五代目一龍斎貞花 氏 

      演題 「我が国の伝統文化と日本人の美しい心」 

分科会発表：島教協代表 

       藤原恵美子教諭・宮本有生教諭 

       （出雲市立稗原小学校） 

旅程（２泊３日） 

  8/9  （金）出発 

  8/10（土）教研大会参加 

       （分科会・助言者ゼミナール） 

  8/11（日）教研大会 

       （記念講演） 

 

参加費 ：お一人５０００円程度 

 

申し込み：電話・ＦＡＸ／メールで事務局まで 

               お知らせください。  

・
講 

師 

竹
田 

恒
泰 

氏 
 

作
家 

慶
應
義
塾
大
学
講
師 

 
 
 
 

 
 

「
た
か
じ
ん
の
そ
こ
ま
で
言
っ
て
委
員
会
」
に
も
出
演
中
！ 

 

・
演 

題 

「
日
本
人
は
な
ぜ
日
本
の
こ
と
を
知
ら
な
い
の
か
」 

 

・
開
催
日 

十
月
六
日(

日) 

十
三
時
三
十
分
～ 

 

・
場 
所 

朱
鷺
会
館
（
「
し
ま
ね
花
の
郷
」
の
隣
で
す
） 

 

指
導
助
言
者
は
、昭
和
女
子
大
学

大
学
院
教
授 

押
谷
由
夫
先
生
で

す
。
先
生
の
お
名
前
を
ご
存
じ
の
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

今
後
の
道
徳
教
育
の
方
向
性
に
つ

い
て
も
、貴
重
な
お
話
が
聞
け
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

教育講演会 

お知らせ 
７名程度募集します。 

是非ご参加ください。 


